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北
海
道
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
独
占
資
本
の
制
覇

水

野

五

長日

ま

え

が

き

て
財
閥
諸
資
本
の
進
出

二
、
集
中
祭
積
の
状
況

一
一
一
、
カ
ル
テ
ル
の
形
成

か

す

ぴ

-153-

ま

流.

治五

き

明
治
維
新
を
起
点
と
す
る
臼
本
資
本
主
義
は
、
明
治
一
二
十
年
代
に
至
っ
て
産
業
資
本
の
確
立
を
暗
々
達
成
し
た
が
、

同
時
に
早
く
も
独

占
資
本
の
形
成
へ
と
む
か
つ
て
急
速
に
進
み
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機
と
し
て
本
格
的
な
独
占
段
階
に
入
る
と

し
か
も
特
異
な
発
援
を
示
し
た
。
即
ち
、
一
一
一
井
、
一
一
一
姿
、
住
友
等
の
所
謂
財
閥
は
明
治
末
期
迄
に
す
で
に
多
角
的
な
コ
シ
ヅ
エ
ル
シ
的
経

営
静
態
を
と
り
、
各
稜
産
業
部
門
に
お
い
て
独
占
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
尤
も
、
こ
れ
ら
の
財
閥
の
多
く
は
、
明
治
初
期
の
政
府
に

そ
の
産
業
資
本
と
し
て
の
出
発
点
か
ら
、
ず
マ
に

め
て
急
速
な

よ
る
近
代
産
業
の
移
植
育
成
の
過
程
に
お
い
て
、
多
く
の
特
権
的
保
護
を
与
え
ら
れ
、

著
し
い
優
位
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
本
来
の
意
味
に
お
け
る
独
占
!
自
由
競
争
の
結
果
、
必
然
的
に
形
成
さ
れ
る
!

の
成
立
と
は
一
言
い

い
側
面
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、

か
か
る
意
味
を
も
含
め
て
の
特
異
な
独
占
の
成
立
は
お
本
資
本
主
義
が
そ
の
後
進
性

経
済
学
研
究



北
海
道
石
炭
砿
業
に
お
け
る
独
占
資
本
の
制
覇

水
野

の
故
に
も
つ
、

い
ち
じ
る
し
い
特
徴
を
な
す
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
よ
う
な
特
異
な
独
占
の
形
成
は
炭
磯
資
本
の
発
展
に
お
い
て
も
、

ま
た
明
瞭
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
例
え

ば
明
治
四
十
年
に
は
三
弁
、
一
ニ
菱
、
北
海
道
炭
磯
汽
船
株
式
会
社
(
以
下
北
炭
と
総
称
す
る
)
、

員
島
、
安
川

麻
生
の
六
大
決
議
資
本
の
み

で
、
全
国
石
炭
産
出
高
の
五
割
強
を
産
出
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
、

と
く
に
三
井
、

北
炭
の
二
社
は
そ
の
炭
磁
資
本
と
し
て
の
出
発
点

に
あ
た
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
一
ニ
池
、
関
内
の
官
営
炭
坑
を
極
め
て
右
利
な
条
件
で
政
府
か
ら
与
え
ら
れ
、
一
一
一
菱
も
ま
た
、
間
接
的
に
で
は
あ

る
が
、

同
じ
く
官
営
で
あ
っ
た
高
島
炭
磁
を
獲
得
し
、

そ
の
他
の
直
接
或
い
は
間
接
の
保
護
と
あ
い
ま
っ
て
、

最
初
か
ら
極
め
て
優
越
的

な
地
位
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
巨
大
炭
磯
資
本
の
う
ち
、
北
炭
以
外
は
、
明
治
年
間
を
通
じ
て
、

主
と
し
て
北
九
州
を
中
心
と
し
て
、

そ
の
独
占
的
地
位
を

本
の
出
現
は
殆
ん
ど
な
く
、

日
露
戦
争
頃
に
五
っ
て
、
漸
く
若
干
の
炭
礎
資
本
の
進
出
を
み
た
が
、

々
低
下
せ
し
め
た
程
度
に
止
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
点
、

そ
れ
も
北
炭
の
圧
倒
判
的
な
比
重
を
鞘
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確
立
し
た
の
で
あ
る
が

こ
れ
に
対
し
て
北
海
道
に
お
い
て
は
、
明
治
一
一
一
十
年
代
の
前
半
に
至
る
ま
で
は
北
炭
以
外
に
み
る
べ
ぎ
炭
磯
資

一一一井、

三
菱
の
財
閥
炭
磁
資
本
の
優
殺
の
下
に
あ
り
な
が
ら
、
多
く
の
地
元
炭
繍

資
本
の
う
ち
よ
り
、

安
川
、
貝
由
民
、

麻
生
の
如
き
所
謂
「
地
方
大
手
」
の
生
成
を
み
た
北
九
州
と
は
い
ち
じ
る
し
い
対
比
を
示
し
て
い

る。

や
が
て
明
治
末
期
に
至
る
と
二
二
井
、
一
二
菱
セ
先
頭
と
す
る
財
閥
資
本
の
北
海
道
石
炭
磯
業
へ
の
進
出
が
開
揺
さ
れ
、

北
炭
自
体
も
ま
た
一
一
一
井
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
更
に
第
一
次
世
界
大
戦
後
よ
り
昭
和
初
頭
に
か
け
て
の
恐
慌
の
時
期
に
、
財
閥
資

し
か
し
な
が
ら
、

本
の
北
海
道
石
炭
議
業
に
お
げ
る
制
覇
が
完
了
す
る
に
至
っ
た
。

や
!
刷
、

る
。
わ
が
閣
の
石
炭
鉱
業
に
お
い
て
北
海
道
の
も
つ
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
言
う

の

こ
の
よ
う
な
財
閥
炭
磁
資
本
の
北
海
道
へ
の

と、

ω
ぐ
の

の

明
ら
か
に
す
る
に
あ

し
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、



北
海
道
に
お
け
る
炭
穣
資
本
の
発
展
過
程
の
解
明
は
、

の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
こ
の

干
の
意
義
の
存
す
る
こ
と
と
考
え
る
。

)
 

-aA 
(
 

わ
が
国
石
炭
鉱
業
の
発
展
と
そ
の
構
造
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
不
可
欠
の
も

に
関
す
る
研
究
は
必
ず
し
も
充
分
な
さ
れ
た
と
は

L 、

ぃ
。
こ
の
点
本
稿
に

明
治
年
間
の
北
海
道
石
炭
鉱
業
の
状
態
に
つ
い
て
は
別
稿
ハ
次
号
に
掲
載
予
定
)
で
、

倒
的
な
優
位
を
示
す
数
字
ぞ
掲
げ
る
に
止
め
る
。

vL
こ
で
は
北
炭
の
圧

年

次

明
治
二
十
五
年

三

十

三
十
五

四

十

グ11 ノゲ[
備
考
]

一
、
財
閥
諸
費
本
の
進
出

こ
れ
ぞ
窃
か
に
す
る
予
定
で
ゐ
る
の
で
、

比

主主空会 I~ 率
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北
海
道
石
炭
鉱
業
に
最
も
早
く
進
出
し
た
対
関
資
本
は
一
一
一
井
で
あ
っ
た
。
一
一
一
井
は
明
治
二
十
一
年
に
三
池
炭
磯
の
払
下
げ
な
受
け
て
以

四
十
年
に
は
本
洞
第
一
坑
を
そ
れ
ぞ
れ
買

収
し
、

後
、
二
十
九
年
に
は
山
野
茨
議
、
一
一
一
十
一
一
一
年
に
は
自
民
成
績
、
一
一
一
十
閲
年
に
は
本
洞
第
二
坑
、

そ
の
石
炭
農
出
高
は
常
に
全
自
第
一
依
を
占
め
、
更
に
一
二
井
物
産
は
筑
豊
炭
の
販
売
権
の
大
半
を
凶
暴
接
す
る
な
ど
、

主
と
し
て
北

九
州
を
中
心
と
し
て
わ
が
国
の
石
炭
鉱
業
界
に
ゆ
る
ぎ
な
き
地
位
を
確
立
し
て
い
た
。

経
済
学
研
究

の
北
海
道
石
炭
鉱
業
へ
の
進
出
は
、
照
明
治
一
一
一
十
一
一
年
の
株
式
買
占
に
よ
る
北
山
氏
へ
の
経
営
参
加
に
始
ま
る
。
即
ち
、

は
当
時



北
海
道
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
独
占
資
本
の
鎖
国
制

水
野

そ
の
や
枢
部
に
あ
っ
て
積
極
的
な
工
鉱
業
経
営
を
推
進
し
た
中
上
川
彦
次
郎
の
主
張
に
よ
り
、
北
海
道
の
石
炭
鉱
業
へ
の
進
出
を
は
か

り
、
ま
ず
株
式
保
有
に
よ
る
北
炭
の
支
配
を
策
し
た
。
最
初
、
北
炭
の
大
株
主
で
あ
っ
た
雨
宮
敬
次
郎
に
交
渉
し
、
そ
の
所
有
す
る
三
万

余
株
を
譲
受
け
よ
う
と
は
か
っ
た
が
、
交
渉
不
調
に
終
っ
た
た
め
、
極
秘
複
に
東
京
株
式
市
場
で
北
炭
株
の
買
占
め
を
お
こ
な
り
た
。
そ

の
結
果
、
一
ニ

は
当
時
の
北
炭
の
総
株
二
十
四
万
株
中
、

四
万
三
千
八
百
株
を
保
有
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
北
炭
は
明
治
三
十
四

一
一
一
十
八
年
の
二
沼
に
わ
た
っ
て
増
資
を
お
こ
な
っ
た
が
、
一
二
井
の
持
株
の
総
株
中
に
占
め
る
比
率
は
大
体
に
お
い
て
変
化
な
く
、
ゴ
一

九
万
九
千
八
百
株
を
保
有
し
て
お
り
、
経
営
参
加
の
程
度
も
一
二
十
一
一
一

波
多
野
承
五
郎
会
〕
監
査
役
に
派
造
し
た
の
み
で
、
中
一
本
だ
完
全
に
は
間
社
を
支
配
す
る
に
主
ら
な
か
っ
た
。

十
九
年
に
は

十
四
万
株
中
、

よ
り
出
琢
磨
を
取
締
役
に
、

こ
の
間
、
北
炭
は
明
治
一
ニ
十
六
年
に
万
字
鉱
区
を
朝
吹
英
二
よ
り
、
三
十
八
年
に
は
真
谷
抱
鉱
区
を
頭
山
満
ち
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
買
収

日
露
戦
争
及
び
そ
れ
に
続
く
好
況
期
に
事
業
を
拡
悲
し
た
。
明
治
一
一
一
十
九
年
に
は
鉄
道
国

有
法
に
よ
り
、
従
米
経
官
し
て
来
た
鉄
道
は
政
府
の
買
収
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
資
金
の
余
力
を
も
っ
て
、
翌

し
て
一
二
十
八
年
に
開
坑
に
蒼
予
す
る
に
至
り
、

-156ー

四
十
年
に
英
国
ア

1
ム
ス
ト
ロ

γ
グ

ビ
ッ
カ

1
ス
両
社
と
提
携
し
て
、

日
英
合
弁
の
日
本
製
鋼
所
を

に

し
、
そ
の
資
本
金
一

千
万
円
中
五
百
万
円
余
}
引
受
け
、
吏
に
同
所
へ
の
銑
鉄
供
給
の
た
め
室
蘭
製
鉄
場
を
建
設
し
た
ほ
か
、
煉
瓦
製
造
、

形
成
す
る
に
去
っ
足
。

ゴ

1
ク
メ
製
造
、

予告

の
副
業
を
も
併
わ
せ
経
蛍
し
、
山
灰
磁
合
中
心
と
す
る

し
か
し
な
が
ら
、
明
治
四
十
年
に
起
っ
た
恐
慌
と
そ
れ
に
続
く
不
況
は
、
好
況
期
に
乗
じ
て
拡
大
し
た
北
炭
の
経
営
に
大
打
撃
な
与
え
、

石
炭
市
況
の
悪
化
か
ら
、
明
治
凶
十
一
一
年
上
期
末
の
同
社
港
顕
貯
炭
は
四
十
二
万
屯
に
も
達
し
、
吏
に
臼
本
製
鋼
所
の
経
営
不
振
等
の

iこ '1青
悪 iこ
化加
しえ
たるて

に
捺
し
て
得
た
公
伎
の
大
半
を
株
主
に
分
配
し
た
よ
う
な
経
営
方
針
の
放
浅
さ
も
あ
っ
て
、
経
営
状
態
は
急
激

と
こ
ろ
が

こ
の
よ
う
な
北
炭
の
経
営
の
危
機
は
一
一
一
井
に
と
っ
て
は
、

そ
の
支
配
を
強
化
す
る
好
機
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。



即
ち

は
明
治
四
十
一
一
一

三
月
に
、
一
一
一
井
銀
行
よ
り
北
炭
へ
の
融
資
の
う
ち
四
十
万
円
の
返
還
請
求
を
お
こ
な
い
、

問
時
に
新
規
融

資
六
十
万
円
の
申
込
み
を
拒
絶
し
た
。
こ
の
た
め
北
炭
の
経
官
は
著
し
い
苦
境
に
陥
入
っ
た
が
、

専
務
取
締
役
井
上
角
五
郎
ら
の
個
人
的

信
用
で
三
弁
銀
行
よ
り
七
十
万
円
を
借
入
れ
、

時
切
抜
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
罰
年
四
月
、

日
本
製
鋼
所
へ
の
株
式
未
払
込
金

百
八
十
七
万
円
の
一
時
払
込
の
通
告
を
受
け
る
に
及
び
、

そ
の
調
達
に
行
詰
り
、
当
時
の
首
相
桂
太
郎
、
大
蔵
次
官
若
槻
礼
次
郎
、
海
相

斎
藤
安
ら
の
仲
介
に
よ
り
、

日
本
製
鋼
所
払
込
済
株
式
引
当
て
に
興
業
銀
行
よ
り
一
一
一
百
万
円
の
融
資
を
受
け
よ
う
と
し
た
が
交
渉
不
調
に

終
り
、
専
務
取
締
役
井
上
は
遂
に
辞
任
を
申
出
る
に
室
っ
た
。
か
わ
っ
て
、
当
時
第
百
十
銀
行
頭
取
で
あ
っ
た
室
田
義
文
が
取
締
役
会
長

に
就
任
し
て
業
務
の
裳
理
に
あ
た
り
、
明
治
四
十
五
年
二
月
、
社
債
六
百
万
円
を
発
行
し
て
当
面
の
苦
境
を
打
開
ぜ
ん
と
は
か
っ
た
が
、

一
一
弄
の
反
対
に
久
り
ま
た
協
力
を
依
頼
し
た
佳
太
郎
、
手
よ
馨
ら
の
援
助
も
得
ら
れ
丹
、
社
債
募
集
は
板
め
て
不
成
績
に
終
り
、
間
年

八
月
、
重
役
陣
の
総
辞
職
を
み
る
に
至
っ
た
。

こ
こ
に
去
っ
て
、
一
二
弁
は
盟
琢
磨
、

(
当
時
一
一
一
弁
物
産
霊
役
)
ら
を
し
て
収
拾
に
当
ら
し
め
た
。

月
の
F

株
主
総
会
に
提
出
し
た
。

飯
岡
義
一

即
ち
問
ら
が
中
心
と
な
っ
て

ヴ，‘

大
要
次
の
如
き
整
理
案
を
大
正
二
年

(l) 

資
本
会
二
千
七
百
万
円
の
二
分
の
一
減
資
。

(2) 

減
資
額
と
同
額
の
優
先
株
発
行
。

(3) 

従
来
の
株
主
で
優
先
株
民
受
希
裂
な
き
と
き
は
一
一
一
弁
が
引
受
け
る
こ
と
。

(4) 

引
受
け
希
望
の
株
主
で
資
金
な
さ
も
の
に
は
一
一
一
井
で
融
資
す
る
こ
と
。

(5) 

重
役
の
人
選
は
三
井
に
一
任
の
こ
と
。

こ
の
整
理
案
は
株
主
総
会
に
お
い
て
、
三
井
の
支
配
に
対
抗
す
る
株
主
の
多
少
の
反
対
も
あ
っ
た
が
、
当
時
北
炭
と
し
て
は
三
井
の
投

助
な
し
に
は
経
営
の
再
建
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
減
資
額
安
原
案
の
二
分
の
一
か
ら
一
一
一
分
の
一
に
修
正
し
た
ほ
か
は
略

経
済
学
研
究



北
海
道
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
独
占
資
本
の
制
覇

水
野

至
り
、
々
全
面
的
に
本
認
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
一
二
井
は
大
正
一
一
一

に
団
琢
磨
を
取
締
役
会
長
に
、
閉
じ
く
三
井
系
の
飯
田
義
一
、
山
出
藍
矢
ら
を
取
締
役
に
就
任
せ
し
め
、
次
い
で
大
正
↓
一

人
的
に
も
完
全
に
北
炭
を
支
配
下
に
置
く
に
至
っ
た
。

の

に
よ
れ
ば
、
北
炭
総
株
五
十
四
万
株
中
約
二
十
万
株
た
保
有
す
る
に

尽
に
は
、
一
二
井
物
産
ロ
シ
ド
ジ
支
持
長
磯
村
盛
一
品
太
郎
を
取
締
役
社
長
に
据
え
、

こ
の
北
炭
へ
の
交
誼
確
立
に
続
い
て

は
大
正
四
年
に
は
石
狩
石
炭
株
式
会
社
を
も
、

そ
の
支
配
下
に
置
く
に
至
っ
た
。
同
社
は

明
治
三
十
九
年
四
月
に
設
立
さ
れ
、
谷
七
太
部
が
ゴ
一
十
五
年
以
降
経
営
し
て
い
た
新
夕
張
炭
磁
な
継
承
し
、

間
磁
の
採
掘
を
お
こ
な
っ
て

、
R
-
o

、ν
み

μ

大
正
四
年
、
三
井
は
向
社
社
長
浅
野
総
一
郎
よ
り
、
そ
の
所
有
に
か
か
る
商
社
株
式
(
総
株
の
約
六
割
〉
を
譲
受
け
、
磯
村
豊
太
部
、

か
く
し
て
同
社
も
ま
た
、
北
炭
と
な
ら
ん
で

弁
は
大
正
九
年
に
至
っ
て
同
社
を
北
炭
に
合
併
せ
し
め
た
。

牧
田
環
、
出
沼
直
矢
を
同
社
重
役
に
派
遣
し
た
。

の
傘
下
に
入
る
に
至
っ
た
。
な
お
一
ニ

め
た
。
即
ち
、

こ
れ
ら
の
過
程
と
な
ら
ん
で
、
一
ニ
弁
は
そ
の
寵
系
会
社
た
る
一
一
一
芥
鉱
山
株
式
会
社
を
し
て
、
直
接
に
北
海
道
の
炭
磁
経
営
に
進
出
せ
し

同
社
は
明
治
四
十
四
年
に
結
域
虎
五
郎
よ
り
登
川
炭
磁
を
買
収
し
、
吏
に
大
正
二
年
に
は
明
治
末
期
よ
り
保
存
し
て
い
た

百
十
に
は
針
路
山
氏
騰
を
大
阪
鉱
業
株
式
会
社
よ
り
買
収
し
旬
。
な
お
以
上
の
炭
磁
の
う
ち
登
川
炭
磁
は
大
正
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砂
川
積
区
を
関
坑
し
、

九
年
一
月
に
北
炭
に
譲
渡
し
て
い
る
。
ま
た
一
一
一
井
の
傘
下
に
入
っ
た
後
の
北
炭
も
、
大
正
六

両
炭
叩
慨
を
買
収
し
、
次
い
で
大
正
七
年
に
は
天
塩
山
氏
一
概
念
一
犬
山
田
炭
磁
株
式
会
社
よ
り
買
収
印
、
更
に
間
年
に
、

と
鉱
区
を
交
換
し
て
得
た
美
流
渡
炭
磁
の
開
坑
に
着
手
す
る
な
ど
、
ゴ
一
井
の
北
海
道
石
炭
鉱
業
へ
の
進
出
は

歌
神
山
灰
磁
合
資
会
社
よ
り
歌
神
、

自
威

さ
き
に
大
正
五
年
噴
一
一
一
菱

め
て
い
ち
じ
る
し
い
も
の

が
あ
っ
た
。

三
井
と
な
ら
ん
で
三
菱
も
ま
た
、
明
治
末
期
よ
り
北
海
道
石
炭
鉱
業
に
進
出
し
て
来
た
。

は
石
炭
鉱
業
の
分
野
で
は
、
明
治
十
四

年
に
高
島
炭
績
の
経
営
に

し
て
以
来
、
一
二
井
と
罰
じ
く
北
九
州
を
中
心
と
し
て
発
援
し
、
明
治
ニ
十
二
年
に
は
新
入
・

回
一
肉
炭
議

二
十
八

に
は
上
出
自
決
磯
及
び
方
域
炭
積
、
一
二
十
l

に
は
相
知
炭
議
、

四
十
一
一
一
年
に
は
金
田
炭
磁
を
そ
れ
ぞ
れ
買
収
し
そ
の
石
炭



産
出
高
は
常
に
一
一
一
井
に
次
い
で
全
国
第
二
位
を
占
め
、
更
に
一
一
一
井
が
筑
建
炭
の
販
売
悔
の
大
半
を
掌
握
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、

九
郎
川

鉄
道
株
式
会
社

し
」

の

会
指
し

オっ
カ1

の
覇
権
を

と
争
う
合
置
に
あ
っ
た
。

一一一世交の

へ
の
進
出
は
、

明
治
四
十
五
年
の
大
夕
張
炭
磁
株
式
会
社
へ
の
経
営
参
加
に
始
ま
る
。
同
社
は
明
治
山

そ
の
経
営
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
一
一
一
菱
が
同

に
設
立
さ
れ
、
一
二
十
九
年
に
京
都
合
資
会
社
に
よ
り
開
坑
さ
れ
た
大
夕
張
炭
破
を
継
承
し
、

社
の

に
参
加
す
る
に
至
つ

に
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
明
治
四
十
五
年
に
は
十
数
万
円
の
融
資
が
一
一
一
菱
か
ら
な
さ
れ
て

大
夕
張
炭
の
一
手
販
売
権
は
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。
間
年
四
月
に
は
三
菱
合
資
会
社
社
員
淡
中
孝
八
郎
が
同
社
専

務
取
締
役
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
翌
大
正
二
年
に
は
一
ニ
菱
か
ら
岩
崎
小
弥
太
、
木
村
久
寿
弥
太
が
両
社
取
締
役
に
な
っ
て
い
る
。
大
正
五

お
り
、

の

を
開
始
し
た
。
吏
に
大
正
四

に
至
っ
て
一
一
一
菱
は
詞
自
決
議
を
完
全
に
自
己
の
所
布
に
移
し
た
。
ま
た

に
は
飯
田
延
太
郎
よ
り
美
唄
炭
績
を
、
石
狩
石
炭
株
式
会
社
よ
り
美
唄
炭
磁
鉄
道
を
そ
れ
ぞ
れ
買
収
し
、

は
大
正
二
年
に
芦
別
に
鉱
区
を
設
定
し

翌
一
一
一
年
よ
り
出
炭

鉄
道
は
美
唄
鉄
道
株
式
会
社
を

た
に
一
一
一
菱
鉱
業
株
式
会
社
を
創
設
し
、

従
来
、
ゴ
一
変
合
資
会
社
直
轄
で
あ
っ
た
炭
磁
・
鉱
山
の
す
べ
て
を
同
社
の
経
営
に
移
し
、
ー
鉱
業
経
営
の
機
構
を
整
偏
し
た
。

一
二
井
、
一
一
一
菱
に
続
い
て
住
友
も
ま
た
北
海
道
石
炭
鉱
業
に
進
出
し
た
。
住
友
は
明
治
二
十
七
年
に
忠
隈
炭
磁
を
買
収
し
、
以
後
そ
の
経

し
て
こ
れ
に
経
営
ぜ
し
め
た
。
な
お
一
ニ
菱
は
大
正
七
年
に
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ぺ
枚
目
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、

炭
磯
資
本
と
し
て
の
発
肢
は
一
一
一
井
、
一
一
一
菱
に
兆
し
、

年
に
奈
良
義
路
よ
り
唐
松
山
決
磁
を
買
収
し
て
進
出
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
が
、
大
正
末
期
に
至
る
ま
で
は
い
ち
じ
る
し
い
発
震
は
示
さ
な

は
る
か
に
劣
る
も
の
が
あ
っ
た
。
北
海
道
へ
は
大
正
五

か
っ
た
。

住
友
に
続
い
て
は
大
倉
鉱
業
株
式
会
社
が
大
正
七
年
に
茂
毘
炭
磁
の
開
坑
に
若
手
し
た
。

以
上
述
べ
た
知
く
、
財
閥
資
本
が
相
次
い
で
北
海
道
に
進
出
し
た
時
期
に
は
、

わ
が
閣
の
資
本
主
義
は
明
治
四
十
年
の
恐
慌
と
そ
れ
に

続
く
不
況
か
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
、
異
常
な
好
況
期
に
入
り
、

そ
れ
に
伴
な
っ
て
、

と
く
に
重
工
業
部
門
の
飛
距
的

経
済
学
研
究



お
海
道
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
独
占
資
本
の
制
緩

野

な
発
展
を
み
た
が
、
こ
れ
に
県
志
し
て
、
石
炭
鉱
業
の

も
ま
た
い
ち
ぢ
る
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
却
ち
、
全
国
石
炭
産
出
高
は
明
治
部

十
四

の
千
七
百
六

γ

か
ら
大
正
八
年
の
一
二
千
百
二
十
七
万
屯
へ
と
約
了
八
倍
の
増
加
を
示
し
た
。
北
海
道
の
み
に
つ
い
て
み
る

と
、
こ
の
間
の
発
展
の
テ
ム
ポ
は
更
に
著
し
く
、
明
治
四
十
四

の
百
七

か
ら
大
正
八

の
間
百
七
十
六
万
屯
へ
と
約

の
増
加

を
一
一
小
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
一
次
大
戦
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
異
常
な
繁
栄
期
も
、

や
が
て
大
戦
の
終
賂
と
と
も
に
終
り
を
告

げ
、
わ
が
国
の
資
本
主
義
は
大
正
九
年
の
恐
慌
以
後
、
大
正
す
一
一
年
、

昭
和
二
年
、

昭
和
四
年
と
数
次
に
わ
た
る

と
、
深
却
な
慢
性

的
不
況
に
み
ま
わ
れ
、
満
州
事
変
を
契
機
と
し
て
浮
戦
時
体
制
に

る
ま
で
、
再
び
好
況
の

を
む
か
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

周
知
の
如
く
、

恐
慌
は

の
集
中
、
独
占
の
発
展
を
い
ち
じ
る
し
く
捉
逃
せ
し
め
る
が

こ
の
こ
と
は
諸
野
間
の
こ
の
時
期
に
お
け

る
発
展
に
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
占
め
る
。
即
ち
、
大
正
初
期
に
は
一
一
一
井
傘
下
の
会
社
は
直
系
傍
系
あ
わ
せ
て
十
二
社
、
一
二
菱
は
当

時
は
寵
系
事
業
を
独
立
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
が

お
よ
び
傍
系
会
社
を
加
え
て
十
三
に
過
日
ぎ
な
か
っ
た
が
、

四
年
こ
ろ
に
は
コ
一
井
は
九
十
七
、
一
二
菱
は
六
十
五
の
支
配
会
社
を
も
つ
に
至
っ
た
。

の

こ
れ
が
昭
和
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こ
の
よ
う
な
独
占
の
い
ち
じ
る
し
い
発
問
肢
を

に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
o

m町一
v

し
て
い
た
一
ニ
弁
釧
路
炭
磁
、
木
村
久
太
郎
経
営
の
春
採
炭
夜
、

ま
ず
、
一
一
一
井
は
従
来
三
井
鉱
山
の

保
炭
磁
を
あ
わ
せ
て
大
正
九
年
設
立
さ
れ
た
太
平
洋
炭
磁
株
式
会
社
を
そ
の

の

別

に
お
さ
め
た
。
当
時
の
支
配
の
程
度
は
明
ら
か
で
な
い

あが
そコ 、

たき昭
。和

年
'--

ろ
に

は

同
社
の
総
株
一
一
十
二
万
株
中
、

そ
の
八
十
二
。
ハ

l
セ
シ
ト
に
当
る
ア
八
万
五
百
五
十
株
が
一
二
井
系
の
持
株
で

に
は
回
中
鉱
山
株
式
会
社
よ
り
文
珠
炭
磁
を
買
収
し
て
砂
刊
炭
繍
に
合
併
し
、
次
い
で

fこ

に
一
一
一
井
は
大
正
十

は
日
本
石
油
株
式
会
社
レ

し
て

)
れ
を

U 
」

ヤヘニ
ー
ィ
?
"

lヱ

正十一一一

土佐

ιを
w
f

」の

さ
えも

主主
JlU 
炭こ
磁きお
のさ
経め
営アこ
を Q

お

な
ぐ3

て
し、

た
カミ

は
大
正
↓
八
託
に

ハ
北
山
灰
の
前
身
と
同
名
で
あ
る
が
全
く
加
の
会
社
)
と
し
て

プミ
正
十

の
投
資



ハ
山
崎

J
V

と
と
も
に
社
名
な
現
名
称
に
改
め
た

の
一
一
一
菱
の
支
配
C
程

，

院

は

明

ら

か

で

な

い

が

、

同

社

の

総

株

」

i

万
株

A

ド
相
)

の
う
ち
九
万
七
千
九
百
株
が
三
菱
系
の
所
有
に
属
し
て
い
た
。
更
に
同
社
は
昭
和
一
一
一
年
に
は
北
日
本
鉱
業
株
式
会
社
よ
り
尺
郡
山
灰
璃
を
買

一
ニ
」
牛
こ
ろ
に
は
、

収
し
た。

住
友
の

へ
の
進
出
は
、

さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
一
一
一
井
、
一
一
一
菱
よ
り
鞘
々
運
く
、
大
五
五
年
以
降
、
唐
松
炭
碕
を

(

訂

)

上
歌
志
内
角
上
赤
平
雨
炭
績
を
経
営
し
て
い
た
坂
炭
横
隊
式
会
社
の

る
の
み
に
止
ま
っ
た
が
、
大
正
十
一
二
年
に
至
っ
て
、
当
時
、

L

参
加
し
、
翌
十
四
年
、
社
名
を
住
友
坂
炭
磁
株
式
会
社
と
し
、
次
い
で
詞
社
は
昭
和
三
年
十
二
月
、

A
U

剖
U

A

心

情

)

ハ

刊

一

)

m

u

v

一
品
汁
阿
川
、
歌
志
内
、
新
歌
志
内
、
奈
井
江
の

北
海
道
鉱
業
株
式
会
社
よ
り

で
あ
っ
た
唐
松
炭
破
を
あ
わ

と
住
友
九
州
炭
磁
株
式
会
社
と
を
合
併
し
て
住
友
炭
礎
株
式
会
社
と
な
っ
〈
¥
向
。

し
、
同
時
に
従
来
住
友
合
資
会
社
の

せ

五
年
に
は
、

こ
れ
ら
の

以
上
み
た
如
く

一
一
一
菱
、
住
友
の
諸
財
閥
資
本
の
北
海
道
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
集
中
独
占
の
進
展
は
第
一
次
大
戦
後
よ
り
昭
和
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に
か
け
て

め
て
い
ち
じ
る
し
い
も
の
が
あ
一
っ
た
。

(3) (2) (1) 

白
柳
秀
相
制
審
「
中
上
川
彦
次
郎
伝
」
二
九
五

1
2一
一
一
頁
。

北
炭
総
「
五
十
年
史
」
五
八
i
六
五
頁
。

ζ

の
時
期
の
北
炭
公
表
利
益
率
及
び
配
当
率
は
次
の
如
く
で
、
経
営
状
態
の
悪
化
奇
示
し
て
い
る
。

利
益
率
(
劉
)

配
当
率
ハ
制
削
)

四
十

年

下上
WJ期

一・一一
0

7
0一ニ

了
四
O

了
図
。

凶

十

年

下上
期期

0
・八
0
・七

0
・
六
五

0
・五
O

四
十
三
年

上
期
下
期

欠

損

無

配HH
 

経
済
学
研
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北
海
道
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
独
占
資
本
の
判
制
覇

野

四
十
四
年

下上
期期

O. 

0語

庁無
配

開
口
十
五
年

上
殿
下
期

0
・0
一一

欠

損

111/ 

「
北
炭
五
十
年
史
一
備
本
沿
宮
中
編
」

「
労
爵
間
以
琢
謄
伝
」
一
一
二
七
頁
。

井
上
繭
容
が
北
炭
の
協
力
を
短
絡
し
た
の
は
、
北
炭
が
日
銭
戦
争
後
に
英
貨
社
僕
百
万
ポ
ン
ド
を
募
集
し
た
際
に
、
英
国
ス
パ
イ
ア
夜
会
を
通
じ
て
お
こ

な
っ
た
が
、
さ
き
に
日
露
戦
争
の
戦
費
を
外
債
で
ま
か
な
っ
た
と
き
、
ド
イ
ツ
の
ク

l
ン
ル
ピ

l
商
会
を
通
じ
て
募
集
し
、
ぞ
れ
以
来
日
山
商
会
と
芥
上

ら
と
の
簡
に
、
今
後
民
閣
の
会
社
が
外
債
を
募
集
す
る
際
に
は
岡
高
会
に
引
受
け
さ
せ
る
と
い
う
数
約
が
成
立
し
て
い
た
ら
し
く
、
北
炭
が
そ
れ
を
無

視
し
て
ス
パ
イ
ア
商
会
と
契
約
し
た
た
め
芥
上
の
思
議
に
ふ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
爽
山
亮
著
「
新
考
北
海
道
史
」
一
七
回
頁
。

ζ

の
後
、

回
琢
時
間
ら
が
北
炭
の
整
理
に
粂
出
す
に
及
ん
で
、
校
及
び
当
時
の
宮
内
大
医
渡
辺
千
秋
は
芥
上
の
邸
で
北
炭
問
題
に
つ
い
て
会
談
し
、
団
及
び
益
回
孝

も
そ
れ
に
加
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
後
渡
辺
が
問
の
整
一
環
案
を
支
持
し
て
他
の
株
主
と
の
認
を
斡
旋
し
た
こ
と
か
ら
、
井
上
が
一
一
一
井
の
北
炭
支
配
に
m
保
し

て
裏
面
で
相
当
玄
要
な
役
割
ぞ
渓
じ
た
こ
と
は
磯
か
で
ゐ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
男
爵
回
琢
膝
伝
」
一
一
二
七
頁
。

仰
、
刷
、
仙
川
、
制
「
北
炭
五
十
年
史
橋
本
沿
率
編
」

国
切
治
四
十
一
一
年
、
結
城
虎
五
郊
ら
に
よ
り
関
坑
。

同
明
治
一
一
一
十
九
年
、
大
阪
鉱
業
株
式
会
社
関
坑
。

同
鉱
山
懇
話
会
編
「
臼
本
鉱
業
発
達
史
」
中
巻
、
一
一
三
三
真
。

川
附
敬
神
炭
砿
は
開
明
治
…
一
一
十
一
一
一
年
間
関
坑
、
浜
国
愛
次
郎
の
経
営
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
大
正
三
年
敬
神
炭
砿
合
資
会
社
の
経
営
と
な
る
。

臼
滅
炭
砿
は
開
明
治
三
十
七
年
中
川
操
太
に
よ
り
閥
抗
、
次
い
で
花
井
町
泊
三
郎
の
経
営
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
大
五
五
年
、
敬
神
炭
砿
合
資
会
社
が
四
回
収
。

大
正
二
年
間
閥
抗
、
天
塩
炭
砿
合
資
会
社
綬
営
、
大
正
五
年
天
犠
炭
砿
株
式
会
社
と
な
る
。

「
北
炭
五
十
年
史
」
、
八
由
貿
。

同
前
委
、
一
六
回
資
。

石
炭
鉱
業
連
合
会
「
北
海
道
炭
砿
港
湾
調
資
資
料
」
一

O
四
頁
。
な
お
明
治
工
業
史
鉱
業
篇
よ
れ
、
は
、
問
問
炭
砿
忠
一
一
一
十
九
年
に
夕
張
炭
砿
株
式
会
社
に

よ
り
関
坑
、
凶
十
年
京
都
合
資
会
社
、
四
十
四
年
大
夕
張
炭
砿
株
式
会
社
の
経
営
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
問
委
、
六
四
五
頁
。

(6) (5) (4) ~8) [17) [16) (15) 
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「
東
洋
経
済
新
報
」
第
五
九
四
号
、
一
ニ
八
頁
。

野
村
商
広
務
資
部
恒
棚
「
株
式
年
鑑
」
大
正
一
一
年
度
版
、
五
六
一
一
賞
。

大
正
一
一
年
、
飯
田
延
太
郎
関
坑
。

「
日
本
鉱
業
発
遼
史
」
中
巻
、
一
一
三
三
頁
。

明
治
三
十
八
年
、
奈
向
民
義
路
関
坑
Q

「
日
本
鉱
業
発
達
兇
」
中
巻
、
一
一
三
七
頁
。

間
前
書
、
一
一
三
六
一
長
。

問
料
補
問
、
加
藤
、
大
島
、
大
内
務
「
日
本
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
」
(
上
)

明
治
二
十
年
、
安
回
答
之
助
間
関
坑
。
大
正
六
年
、
木
村
久
太
郎
買
収
。

明
治
一
一
十
九
年
、
山
県
勇
三
郎
関
坑
。
明
治
四
十
一
年
よ
り
相
刑
務
興
業
株
式
会
社
の
経
営
と
な
る
。

高
橋
亀
古
口
調
官
「
尽
本
財
閥
の
解
剖
」
六
六
頁
。

明
治
一
一
一
十
六
年
、
山
県
勇
三
郎
関
坑
Q

明
治
四
十
一
年
に
北
海
炭
砿
株
式
会
社
に
組
総
変
更
。
四
十
五
年
に
文
珠
炭
砿
株
式
会
社
と
改
称
。
大
正
六
年

図
中
鉱
山
株
式
会
社
貿
収
。

大
正
十
一
一
年
、
日
本
石
泌
株
式
会
社
関
坑
。
大
正
十
三
年
に
問
中
汽
船
鉱
業
株
式
会
社
経
営
の
沼
氏
炭
砿
(
大
正
八
年
間
坑
)
を
質
収
合
併
。

「
日
本
鉱
業
発
達
史
」
中
巻
、
一
一
一
一
一
三
真
。

大
正
十
年
頃
関
坑
。

東
洋
経
済
新
報
社
編
「
会
社
銀
行
八
十
年
史
」
ご
四

O
頁。

高
橋
、
前
担
閣
議
、
二
一
五
頁
。

大
正
九
年
際
、
北
日
本
鉱
業
株
式
会
社
関
抗
。

上
歌
志
内
炭
砿
は
大
正
二
年
、
坂
市
太
郎
関
坑
。
大
正
十
一
卒
、
坂
炭
砿
株
式
会
社
に
総
織
変
更
。
上
赤
平
炭
砿
は
大
正
十
年
間
関
坑
。

明
治
三
十
五
年
、
奈
良
義
路
ら
に
よ
り
関
坑
。
三
十
九
年
、
山
県
勇
三
郎
質
収
。
四
十
年
、
日
本
興
業
株
式
会
社
。
四
十
四
年
、
奔
別
炭
砿
株
式
会
社

大
正
七
年
、
山
下
鉱
業
株
式
会
社
と
所
属
転
々
し
て
大
正
十
三
年
、
北
海
道
鉱
業
株
式
会
社
の
経
営
と
な
る
。

明
治
三
十
八
年
、
中
村
弥
六
関
坑
。
大
正
二
年
、
佐
々
木
俣
思
郎
。
大
正
七
年
、
山
下
鉱
業
。
以
下
側
と
同
様
。
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北
海
道
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
独
占
資
本
の
制
覇

水
野

性日性印

大
王
六
年
、
奔
別
炭
砿
株
式
会
社
関
坑
。
大
豆
七
年
、
山
下
砿
業
。
以
下
働
と
筒
様
。

明
治
二
十
八
年
開
坑
。
明
治
三
十
周
年
現
在
、
松
永
炎
介
経
営
Q

一
ニ
十
九
年
現
在
、
問
中
銀
之
助
経
営
。
四
十
四
年
現
在
、
日
本
興
業
株
式
会
社
経
営

。
以
下
偽
と
同
様
。

「
会
社
銀
行
八
十
年
史
」
二
一
一
一
入
賞
。

柱。

ニ
、
集
中
集
積
の
状
況

次
に
、
就
開
資
本
の
北
海
道
石
炭
鉱
業
に
お
け
る

の
進
行
の
状
況
を

の
指
標
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

え
ら
れ
る
鉱
区
所
有
の
状
態
に
つ
い
て
み
よ
う
。
北
海
道
に
お
け
る

ま
ず
、

に
お
け
る
独
占
の
最
も
基
本
的
な
指
標
で
あ
る
と

石
炭
捺
掘
鉱
区
面
積
の

は
第
一

の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と

は
第
一
次
大
戦
中
に
急
激
な
増
加
を
示
し
、

こ
の
時

期
の
北
海
道
石
炭
鉱
業
の
急
激
な
発
展
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
財
閥
資
本
の
所
有
鉱
区
の
増
加
は
、
全
鉱
区
の
そ
れ
よ
り

も
、
更
に
い
ち
じ
る
し
い
こ
と
が

に
注
目
さ
れ
る
。
第
一
次
大
戦
後
に
は

こ
の
時
期
の
不
況
の
状
態
を
反
映
し
て
、
全
鉱
区
の
一
回
穣
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の
増
加
は
停
滞
的
で
あ
る
が

こ
の
間
に
あ
っ
て
、

の
所
有
鉱
区
は
、
昭
和
協
年
に
芦
別
鉱
区
の
整
理
を
お
こ
な
っ
た

に
滴
々
大
幅
な
減
少
が
み
ら
れ
る
ほ
か
は

大
体
に
お
い
て

た
一
示
し
て
お
り
、

恐
慌
の
過
程
を
通
じ
て
、
鉱
区
の
集
中
が

し
すこ

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
更
に
こ
れ
を
炭
問
加
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
二

の
如
く
、
財
閥
諸
資
本
の
一
的
存
鉱
ぽ
は

回
に
お
い
て

と
く
に
そ
の
比
率
が
高
く
、
約
九
割
に
も
達
し
て
お
り
、
優
良
一
炭
層
の
所
在
す
る
鉱
区
の
殆
ん
ど
が
そ
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
明
治
鉱
業
(
安
川
)
や
浅
野
の
如
く
、
採
掘
の
部
商
で
は
全
く
姿
を
現
わ
し
て
い
な
い
資
本
が
、

す
で
に
こ
の
時
期
に
鉱
区

を
確
保
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
法
尽
さ
れ
る
。

か
く
し
て
、
財
閥
資
本
に
よ
る
北
海
道
に
お
け
る
石
炭
鉱
思
の
築
中
独
占
は
第
一
次
大
戦
後
の

そ
の
分
割
支
配
が
時
々
完
了
し
た
と

の
時
期
に
急
速
に

し
、
昭
和

に
至
っ
て
、

こ
と
が
出
来
よ
う
。



主要資本別石炭採掘鉱区溜積(単位千王手)

明治44年 大正4年 大正9年 大正14勾 昭和5年

会 道 112，653 152，256 202，834 208，704 214，203 

ゴむ 炭 35，822 37，880 64，063 62，033 62，218 

三石狩石井炭
7，660 17，851 15，795 20，002 24，364 

4，446 
太 平 洋 5，566 6，914 6，539 
三井系小言十 43，482 60，177 85，424 88，949 93，121 

菱 20，966 39，675 38，961 28，112 
大 タ 張 5，087 
雄 別 2，417 6，367 
三菱系小言十 26，053 39，675 41，378 34，479 

住 友 601 601 14，868 
大 倉 1，621 2，299 2，644 
明治鉱業 3，315 3，337 
浅 野 1，062 1，062 2，878 2，886 

財閥系合計 44，544 87，293 132，681 139，420 151，336 

向上対全道比率 39.5% 57.3% 65.4% 66.8% 70.6% 

第 1表

経
済
学
研
究

札幌鉱山監督局管内鉱区一党各年により作成。

各年7JU日現在。
(備考)

炭田別，資本別石炭採掘鉱区商議(昭和5年7月1日現主主単佼千坪)

lF必¥炭¥¥悶¥ 石狩 留耳耳 事n路 天~t; 十勝 その他|合計

全 鉱 区 138，385 23，114 34，811 6，285 8，845 27，64 214，203 

~t; 炭 52，912 8，488 818 62，218 

弁洋
24，364 24，364 

太 平 6，539 6，539 
三井系小言十 77，276 8，488 7，357 93，121 

菱 27，474 638 28，112 
土産 Eリ 6，367 6，367 
三萎系小言十 27，474 7，005 34，479 

住 友 14，司866484 142，，86468 4 
大 念 2 
明治鉱業 3，337 3，337 
浅 野 1，071 1，714 2，886 

財閥系合計 123，333 18，640iu，882 - 151，336 

i苛上対金鉱区比率 89.1% 59似 I41.2% -%  一μ-% 70似

第 2表

札幌鉱山皇室督局管内鉱区一覧より作成。
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北
海
道
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
独
占
資
本
の
制
覇

水
野

北海道主要資本別石炭生産高(怒佼千屯)

勝治43年 大正8生存 大正7年 大正10年 大正14年 昭和5年

全 道 1，609 2，580 4，057 3，590 5，345 6，724 

北 Eた 1，075 I，41046 4 ス212498 2，030 2，794 2，847 
弁 195 509 817 

石狩石炭 369 
太平洋 124 230 316 
三井系小言十 1，075 1，550 2，746 2，349 3，533 3，980 

重苦 2 565 625 835 1，255 

大土産 夕 張 93 
.'ilU 151 396 

三菱系小計 95 565 625 986 1，651 

往 友 12 116 637 
大 占d会芸句 5 102 232 211 

財隠系合計 1，075 1，645 3，327 3，076 4，867 6，479 

「会選比率 67.5% 63.7% I 82似 85.7% I 91.0% 96.3% 

第 3表

次
に

こ
の
よ
う
な
鉱
区
独
占
の
基
礎
の
上
に
進
展
し
た

の
集
中
築
積
の
状
況
を
主
要
資
本
別
石
炭
産
出
高
に
つ
い
て
み
る

と
、
第
一
一
一
表
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
明
治
末
期
に
は
、

財
関
系
炭
破
資
本
は
北
炭

社
の
み
で
あ
っ
た
が
、
大
正
三
年
に
は

三
井
系
及
び
一
一
一
菱
系
の
石
炭
産
出
高
は
全
道
の
そ
れ
の
六
十
四
パ

l

セ
シ
ト
、
大
戦
後
の
大
正
十
年
に
は

コ
一
井
系
、

三
菱
系
、
住
方
、

札幌鉱山監督局管内鉱区一覧各年より作成。

大
倉
で
全
選
の
八
十
六
。
ハ

l
セ
シ
?
を
産
出
し
、
更
に
数
次
の
恐
慌

を
経
た
昭
和
五
年
に
は
全
道
の
九
十
六
。
ハ

1
セ
シ
ト
が
財
閥
系
の
産

出
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
ニ
つ
の
指
標
に
つ
い
て
み
た
の
み
で
、

る
財
関
系
炭
鎖
資
本
に
よ
る
集
中
集
結
の
進
展
が
如
何
に
急
速
且
つ

こ
の
時
期
に
お
け

い
ち
じ
る
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
明
ら
か
で
あ
る
う
。

(1) 

鉱
業
に
お
け
る
鉱
区
独
占
の
意
義
に
つ
い
て
従
来
必
ず
し
も
明
か
に
さ

れ
た
と
は
言
い
難
い
の
で
、
乙
の
点
に
つ
い
て
こ
こ
で
若
干
ふ
れ
て
お

こ
v

コ。

(備考)

一
般
鉱
業
に
お
い
て
は
鉱
区
の
所
有
が
農
業
に
お
け
る
土
地
所
有
と

間
同
様
乃
至
は
よ
り
蚤
婆
な
意
義
を
も
っ
Q

告
口
う
迄
も
な
く
、
鉱
業
は
鉱

物
を
埋
蔵
す
る
土
地
な
く
し
て
は
成
立
し
な
い
。
と
こ
ろ
で
鉱
床
の
寄

在
す
る
地
域
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
お
り
、
新
た
に
鉱
床
が
発
見
さ
れ



る
か
、
或
は
技
術
の
発
達
の
結
菜
、
従
来
不
可
能
で
あ
っ
た
鉱
床
の
採
掘
が
可
能
と
な
る
場
合
以
外
に
は
、
農
業
に
お
け
る
土
地
改
良
に
比
す
べ
き
手

段
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
鉱
床
に
つ
い
て
採
揚
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
何
ら
か
の
法
的
規
整
が
必
婆
と
な
る
。
わ

が
回
出
の
鉱
業
法
で
は
一
定
の
地
域
で
、
試
掘
ま
た
は
採
綴
を
お
こ
な
う
緩
和
を
、
土
地
所
有
権
と
は
別
個
に
鉱
業
権
ハ
試
搬
緩
及
び
採
掘
権
)
と
い
う

形
で
規
定
し
、
鉱
業
権
の
登
録
号
待
た
地
域
や
鉱
区
と
す
る
。
採
掘
鉱
区
は
一
良
設
定
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
割
引
笑
に
採
掘
ぞ
お
乙
な
わ
な
く
し
て
も
、

そ
の
鉱
区
内
で
の
採
掘
権
は
、
原
則
刷
と
し
て
、
排
他
的
豆
永
続
的
に
保
証
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
仮
に
ゐ
る
資
本
家
が
全
鉱
区
そ
独
占
し
た
と
仮
定
す
れ

ば
、
彼
は
、
そ
の
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
、
そ
の
鉱
業
怒
伺
の
独
占
を
篠
傑
し
得
る
Q

ま
た
鉱
区
は
売
貿
に
よ
り
、
そ
の
所
有
者
そ
移
転
し
得
る
が
、
鉱

区
の
所
有
に
は
登
録
に
当
つ
て
の
登
録
税
と
、
年
々
の
鉱
区
税
の
納
付
の
み
に
よ
っ
て
足
り
る
か
ら
、
た
と
え
現
在
の
景
気
の
状
態
ま
た
は
技
術
の
水

準
で
は
採
掘
が
不
可
能
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
採
掘
鉱
区
と
し
て
確
保
し
て
お
け
ば
、
将
来
、
景
気
の
回
復
ま
た
は
技
術
の
進
歩
の
結
果
、
採
掘
可
能

と
な
っ
た
場
合
に
、
他
の
資
本
家
の
進
出
廷
泣
引
き
、
す
独
占
的
に
昂
掘
を
な
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
更
に
、
鉱
区
税
は
埋
蔵
鉱
床
の
優
劣
に
か
か
わ
ら

ず
、
面
積
の
み
を
基
準
に
し
て
課
せ
ら
れ
る
か
ら
、
よ
り
劣
等
な
鉱
区
が
採
掘
さ
れ
れ
ば
、
優
良
鉱
区
の
採
掘
者
は
差
額
地
代
に
相
当
す
る
部
分
を
超

過
利
潤
と
し
て
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
独
占
資
本
に
よ
る
鉱
区
の
独
占
が
略
完
全
に
な
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
一
切
調
租
鉱
と
い
う
形

で
、
中
小
資
本
を
搾
取
す
る
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

鉱
区
の
独
占
は
以
上
の
如
き
意
義
ぞ
も
ち
、
か
く
て
そ
の
独
占
の
状
況
は
鉱
業
に
お
け
る
独
占
の
基
本
的
な
指
擦
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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、
カ
ル
テ
ル
の
形
成

財
関
炭
磁
資
本
の
北
海
道
に
お
け
る
発
展
は

以
上
み
た
過
程
に
止
ま
ら
ず

こ
れ
ら
の
独
占
資
本
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ル
テ
ル
乃
至

は
V
V

ジ
ジ
ケ

I
F
の
形
成
を
も
伴
な
っ
た
。
次
に
こ
れ
に
つ
い
て
み
よ
う
。

大
正
二
年
に
一
二
井
が
北
炭
へ
の
支
配
を
縫
立
す
る
や
、
北
山
氏
と
一
ニ
弁
物
産
と
の
間
に
売
炭
委
托
契
約
が
結
ば
れ
た
。
こ
の
契
約
に
よ
る

と
、
北
炭
の
道
外
販
売
及
、
ひ
、
泌
外
輸
出
は
、
す
べ
て
一
一
一
井
物
産
が
お
こ
な
い
、
販
売
価
格
、
販
売
方
法
、
数
量
に
つ
い
て
は
両
社
で
協
定

し
、
一
ニ
井
物
設
は

よ
り
代
価
回
収
に
宝
る
一
切
の
手
続
を
代
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
北
炭
の
三
井
物
産
へ
の
売
炭
委
托
は
、

翌
一
二
年
末
に
北
炭
、
一
一
一
井
鉱
山
、
一
二
井
物
産
の
一
一
一
社
に
よ
る
北
海
道
石
炭
販
売
組
合
へ
と
発
展
し
た
。
こ
の

社
に
よ
る
売
炭
組
合

経
済
学
研
究



北
海
道
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
独
占
資
本
の
制
窮

水
野

は
、
そ
の
規
約
に
よ
る
と
、
北
炭
、
三
井
鉱
山
及
び
当
時
三
井
物
産
が
一
手
販
売
権
を
有
し
て
い
た
歌
仲
炭
磁
合
資
会
社
に
属
す
る

の
産
出
炭
及
び
一
ニ
井
物
産
の
道
内
に
お
け
る
貿
付
山
氏
の
販
売
に
つ
い
て
、
組
合
に
お
い
て
プ
ー
ル

を
お
こ
な
う
こ
と
と
な
り
、
組

合
業
務
の
執
行
機
関
と
し
て
三
社
売
炭
部
を
設
置
し
、
毎
年
五
月
及
び
十
二
月
に
一
一
一
社
関
で
基
本
炭
価
の
協
定
か
こ
お
こ
な
い
。
利
益
金
は

道
内
販
売
は

に
巧
じ
て
一
一
一

に
配
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

者
よ
山
み
ん

の
販
売
業
務
は
選
外
及
び
海
外
輸
出
は
三
井
物
産
が
、

足乙
5<-

入
北
炭
が
受
托
代
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次
い
で
大
正
五
年
に
は
当
時
す
で
に

の
支
配
下
に
入
っ
て
い
た
石
狩
石
炭
株
式
会
社
が

合
に
加
入
し
、

七
年
に
全
国
的
な
石
炭

ν
ン
ジ
ケ

1
ト
た
る
昭
和
石
炭
株
式
公
社
の

か
く
て
北
海
道
に
お
け
る
三
井
系
炭
礎
資
本
の
売
炭
機
構
の
一
元
化
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
売
炭
組
合
は
の
ち
に
昭
和

立
に
去
る
ま
で
存
続
し
が
ィ

北
山
氏
と
一
一
一
菱
と
の
間
に
も
カ
ル
テ
ル
協
定
が
結
ぼ
れ
た
。
却
ち
、
大
正
五
年

に
北
炭
と
一
一
一
菱
鉱
業
は
炭
価
維
持
の
た
め
価
格
協
定
を
結
ん
だ
。
こ
の
カ
ル
テ
ル
に
は
、
大
戦
後
の
恐
慌
を
械
と
し
て
、
当
時
奔
別
、
歌

志
内
、
新
歌
志
内
、
奈
井
江
の
諸
炭
磁
を
経
営
し
て
い
た
山
下
鉱
業
株
式
会
社
の
参
加
を
み
た
。
却
ち
、
大
正
十
年
六
月
、
北
炭
、
一
一
一
菱

一
一
一
井
系
炭
積
資
太
a

に
よ
る
共
販
組
織
の
設
立
に
続
い
て
、
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山
下
の
一
二
社
間
に
販
売
協
定
が
成
立
し

こ
れ
を
水
曜
会
ハ
同
名
の
鈎
カ
ル
テ
ル
と
は
無
関
係
〉
と
称
し
、
一
二
社
間
の
炭
価
維
持
の
た
め
の
協

北
海
道
内
に
お
け
る
海
底
大
口
契
約
及
び
入
札
に
際
し
て

十
四
年
ま
で
紋
続
し
た
が
、
同
年
二
月
、

な
商
談
を
お
こ
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
協
定
は
大
正

こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、
組
織
を
改
め
て
、
北
炭
、
一
一
一
菱
、
山
下
、
大
倉
の

の
ほ
か
、

四
社
で
北
海
道
石
炭

伴
な
い
、
各
社
と
も
荷
捌
き
に
狂
奔
し
た
結
果
、
勢
い
協
調
を
欠
き
、

円

2
u

ず
る
に
至
っ
た
。

し
、
従
来
の
水
曜
会
は
そ
の
付
帯
事
業
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、

の
怒
化
に

そ
の
た
め
大
念
鉱
業
は
前
年
七
月
、
平
く
も
カ
ル
テ
ル
か
ら
脱
退

大
正
十
五
年
に
入
っ
て
も
市
況
は
依
然
と
し
て

せ
ず
、
再
び
四
社
協
定
が
復
活
し
た
。

そ
の

従
米
の
価
吋
位
協
定
に
加
え
て

大
口
取
引
先
に
対
す
る
販
路
割
当
を
お
こ
な
い
、

そ
の
取
引
先
に
対
す
る

は
法
ハ
向
で
お
こ
な
う
こ
と
を
協
定
す
る
な
ど
深
刻
化
ず
る



ハ3
】

不
況
に
対
し
て
、
従
来
の
協
定
を
一
段
と
強
化
し
た
。

昭
和
二
年
以
降
も
不
況
は
更
に
深
刻
化
し
、
谷
社
と
も
販
路
剖
当
の
取
rm一
め
な
き
取
引
先
に
対
す
る
競
争
激
化
し
、

和
一
一
一
年
末
に
、
F

山
下
鉱
業
の
後
身
、
た
る
北
海
道
拡
業
は
住
友
の
買
収
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
カ
ル
テ
ル
よ
り
離
脱
し
、
そ
の

の
住
友
の
乱
売
、
東
邦
炭
磁
弥
生
炭
の
乱
発
等
の
ア
ヲ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
の
競
争
放
化
や
、
一
一
一
菱
美
唄
下
級
炭
の
増
加
処
分
売
与
が
ら
っ
て
、

こ
れ
に
加
え
て
昭

再
び
協
定
は

昭
和
六
年
に
至
っ
て
、
協
定
を
吏
に
強
化
し
て
、

路
の
割
当
て
を
道
内
販
売
全
般
に
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ひ
ん
し
た
が
、

一
部
の
大
口
取
引
先
の
み
に
限
っ
て
い
た
販

以
と
の
如
き
北
海
道
内
に
お
け
る
諸
カ
ル
テ
ル
と
な
ら
ん
で
、

大
正
十
年
以
後
、
全
国
的
な
送
炭
カ
ル
テ
ル
が
組
識
さ
れ
た
。
却
ち
、

大
正
九
年
の
恐
慌
と
そ
れ
に
続
く
不
況
に
対
処
し
て
、
全
国
の
主
要
炭
礎
資
本
に
よ
り
、
大
正
十
年
十
月
、

石
炭
鉱
業
連
合
会
が
結
成
さ

し
て
、
連
合
会
に
よ
る
送
炭
調
節
の
み
で
は
不
況
打
開
が

な
っ
た

169-

れ
、
以
後
、
大
正
十
凶
年
を
除
い
て
、
招
和
十
一
一
一
年
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
送
炭
調
節
を
実
施
し
た
が
、

資
本
は
す
べ
て
加
盟
し
た
。
更
に
昭
和
国
、
五
年
の
恐
需
に

こ
れ
に
は
北
海
道
の
重
要
炭
礎

の
で
、
連
合
会
加
盟
の
主
要
炭
機
資
本
に
よ
り
販
売
統
制
機
関
た
る
昭
和
石
炭
株
式
会
社
が
創
立
さ
れ
た
。
同
社
は
行
炭
の

全
般
的
調
査
、
供
給
計
局
の
樹
立
、
価
格
の
標
準
、

の

一
般
的
引
合
条
件
及
び
販
売
分
野
の
決
定
を
そ
の
主
要
業
務
と
し

の
統
制

北
炭
、
一
一
一
弁
、

と
あ
い
ま
っ
て
、
全
間
的
な
生
産
及
び
販
売
カ
ル
テ
ル
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
北
海
道
に
お
け
る
炭
穣
資
本
の
う
ち
、

(
雄
別
炭
砿
を
も
代
表
す
)
、
住
友
、
大
倉
が
そ
の
株
主
と
な
っ
た
。

〈
太
平
洋
炭
砿
を
も
代
表
す
)
、
一
一
一

以
上
み
た
如
く
、

北
海
道
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
、
独
占
諸
資
本
は
第
一
次
大
戦
後
か
ら
昭
和
初
頭
に
及
ぶ
恐
慌
の
時
期
に
、

支
」
寺
品
ゴ
」
者
品

な
形
で
の
カ
ル
テ
ル
を
結
成
し
、
鉱
区
独
占
及
び

の
集
中
築
積
に
加
え
て
、

ま
す
ま
す
そ
の
狩
占
的
地
位
を
強
化
し
た
の
で
あ
る
。

川
、
問
、
防
、
同
「
北
炭
五
十
年
史
一
橋
本
」
沿
率
一
編
。

矧
東
洋
経
済
新
報
社
編
「
昭
和
産
業
史
」
一
ニ
一
一
真
。

.' 
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北
海
道
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
独
占
資
本
の
制
覇

水
野

む

す

び

北
海
道
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
独
占
諸
資
本
の
制
覇
の
過
程
は
、

以
上
の
べ
た
と
こ
ろ
で

々
明
ら
か
に
な
っ
た
か
と
思
う
。
こ
れ
を
要

す
る
に
、
明
治
末
期
の
恐
慌
を
契
機
と
し
て
北
海
道
石
炭
鉱
業
に
進
出
し
た
財
閥
資
本
は
第
一
次
大
戦
中
の
怠
激
な
発
援
を
経
て
、
大
戦

後
の
恐
慌
の
時
期
に
索
中
独
占
を
い
ち
じ
る
し
く
強
化
し
、
昭
和
初
頭
に
至
っ
て
路
々

三
井
、
一
ニ

の
叫
財
閥
詫
資
本
は
す
で
に
明
治
末
期
ま
で
に
、

に
制
覇
を
な
し
と
げ
た
の
で
あ
る
。
市
し
て

道
石
炭
鉱
業
主
覇
権
も
ま
た
彼
ら
の
手
に
帰
す
る
に
宝
っ
た
。

か
く
て

北
九
州
抱
方
に
お
い
て
独
占
的
地
仕
を
確
立
し
て
お
り
、

い
ま
や
、
北
海

こ
の
北
海
道
に
お
け
る
自
決
議
独
占
資
本
の
制
覇
は
、
部
時
に
わ

が
国
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
独
占
資
本
の
支
配
の
確
立
を
も
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
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